






常識に囚われないサマーと、彼女に恋するトムの500日にわたって続く一風変わった恋物語。イケアで
のおままごとデートのシーンがいい。真似したカップルも多いのではないだろうか。

誰かの“所有物”になるなんて最悪。

私は自分自身でいたいの。

I don’t actually feel comfortable being anyone’s anything, you know.
I like being on my own.

（500）日のサマー

サマーは憤っている。何に憤っているのか？ 例えば、映画とは関係ないこ
んな場面を思い浮かべてみてほしい。「娘さんを僕にください」。婚約者で
ある女の父に結婚の申し入れをする際、そんな言葉を呟く男が日本には多
くいるという。おかしいではないか。婚約者である女は彼女の父のもので
はないし、結婚したからといってその相手である男のものになるわけでもない。
男と同様に自由意思を持った主体的存在なのだから当然だ。しかし多くの
男は、交際や結婚を女の所有権をめぐる何かしらであると考えているらしい。
サマーが憤っているのは、そんな男たちの思考回路だ。本作は、内気なト
ムが天真爛漫なサマーに弄ばれた末に捨てられる物語と捉える向きが少な
くないようだが、間違っている。トムがフラれたのは、サマーの憤りを理解
できなかったからだ。
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